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神に栄光を帰し、永遠に神を喜びとする歩み 

－『ウェストミンスター小教理問答』に学ぶキリスト教信仰－24 

 

問 26 キリストは、どのようにして王職を果たされますか。 

 

 キリストが王職を果たされるのは、わたしたちをご自身に従わせ、治め、守ってくださること、

またご自身とわたしたちとのあらゆる敵を抑えて征服してくださることにおいてです。 

 

１．イエス・キリストの二つの王権－恵みの王権 

 キリストは二つの王権を持っておられます。一つは創造主としてこの被造世界を支配する、三

位一体の神の第二位格としての王権（力の王権）、もう一つは贖い主としてご自身の民である教会

を治め教会の頭として支配し、また世界を民と教会のために仕えさせる王権です（恵みの王権）。

この二重の意味でキリストが「王の王、主の主」なのは、この世界に罪が侵入し、悪魔の支配が

この世界を強奪してしまったからでした。神がこの世界を創造されたときは、「すべては良かった」

のであり、そこには神の恵みと祝福が支配していました。しかしそこに悪魔による略奪が起こり、

世界は悪魔の支配下に落ちてしまいました。そこで神は悪魔からこの世界を奪還する救いの御業

を起こし、その遂行を御子に託されたのでした。御子ご自身の十字架による贖いと、復活による

勝利によって、悪魔の支配を決定的に打ち破り、「神の国」即ち神の王国、神の支配を確立しよう

とされたのです。 

 

２．教会の頭なる王イエス・キリスト－従わせ、治め 

 このキリストの贖い主としての「恵みの王権」は、教会の頭としての支配です。それは一方で

は霊的イスラエルの王として教会の頭でありつつ、さらにはこの教会を守り支えるために、この

世界全体を統御し、世界を教会に仕えさせるように支配されるものでもあります。キリストは教

会の頭、神の選びの民の王です。その支配は霊的で、御言葉と御霊によるものです。御言葉とそ

れに伴って働かれる御霊とにより、わたしたちの肉の心、生れながらには神に反抗するばかりの

心を、神に向けさせ、わたしたちの心に巣くう罪と欲とを征服し、支配することで打ち勝たせ、

神に従わせるに至るのです。キリストがわたしたちの罪の心に打ち勝って、支配し、「わたしたち

をご自身に従わせ」られる働き、それが第一のことです。こうして主はわたしたちの主となり、

また王となってくださるのです。わたしたちの心の主権者、わたしたち自身の王としてです。そ

うしてキリストに召されたわたしたちが集まって、教会が形成されます。キリストは、この教会

の王としてわたしたちを支配し、治められるのです。恵みの手段によって教会とご自身に結びつ

け、また戒規によって教会とご自身から締め出されます。そのために役員を立てて、彼らを代理

人としてキリストの支配が行われるのです。旧約のイスラエルは、この神の国とキリストによる

支配を型どるものでした。神の王として恵みの支配を為さる王国、それがイスラエルであり、そ

の王はあくまでも神の代理人として、神の支配を代わりに果たすべき僕でした。それをダビデに

見ることが出来ますが、しかしそれ以降の王は、本来の王の職務から遠く離れたものになってし

まったのです。ダビデは、やがて現われる王の王、主の主なるイエス・キリストを指し示す者に

すぎませんでした。主がダビデの子として御生まれになられたのは、そのためです。主ご自身、

その支配を父から託され、やがて父に返すものとしてその王権を授けられます。 

 

３．全世界の頭なるキリスト－守り、敵の征服 

キリストの到来によって「神の国が来た」とは、キリストによって悪魔の支配が決定的に打ち

破られたことを意味します。「悪魔の働きを滅ぼすためにこそ、神の子が現われたのです」(１ヨ

ハネ３章８節)。この方は「悪魔をご自分の死によって滅ぼ」(ヘブライ２章 14節)されるために
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来られた王なのでした。そして既に決定づけられたキリストの勝利を完成するために、教会を通

して、徐々に神の支配が行き渡り、神の領土が広げられる働きが為されているのです。「キリスト

の」王権とは、この「恵みの王権」贖い主なるキリストとしての支配権を意味します。神の御子

が贖い主キリストとして、悪魔によって奪われた神の支配を確立するために父より遣わされ、ま

た父からその支配権を託されて、「すべての敵を抑制し征服する」ために行使される王権です。そ

れは罪と不道徳が支配するカナンの地を、占領し征服して神の民の地としたヨシュア（＝イエス）

になぞらえることが出来ます。だから主は「ご自分の民を罪から救う」方であるゆえにイエス（＝

ヨシュア）と名付けられたのでした（マタイ１章 21節）。この王権は、十字架と復活においてそ

の勝利を決定づけ、天に昇り父の右に着座されたことで与えられ、終末に完成するものです。そ

してこの勝利の主がわたしたちの王として、わたしたちを悪の力と誘惑から日毎に力強く守って

いてくださるのです。その守りは、ご自身の贖いと勝利を根拠とされているゆえに確かであり、

またこの世にあるあらゆる主権と権威の上に立てられた王権であり、さらにこの世と共に次の世

も支配される王権であるゆえに、永遠に堅固なものです。その確かさの中でわたしたちは、特に

神の民、天の市民として王ご自身に覚えられており、守られているのです。ここでキリストは教

会の頭であるというとき、それは単に教会に閉じ込められる、教会だけの頭という意味ではなく、

教会と国家の頭として、この世にあるあらゆる主権と権威の上に立つ方なのです(コロサイ１章

13－19 節)。この信仰は非常に重要です。とくに国家権力が悪魔化し、神格化して絶対的忠誠を

強要し、信仰の自由を圧迫するとき、この信仰は非常に重要です。 

 

４．全世界の王なるキリスト 

キリストは教会の頭であるというとき、それは単に教会に閉じ込められる、教会だけの頭とい

う意味ではなく、教会と国家の頭として、この世にあるあらゆる主権と権威の上に立つ方なので

す(コロサイ１章 13－19節)。この信仰は非常に重要です。とくに国家権力が悪魔化し、神格化し

て絶対的忠誠を強要し、信仰の自由を圧迫するとき、この悪魔的な国家も決して絶対的なもので

はなく、神の許しとキリストの主権の下にあるにすぎないと見抜くのです。そしてそこでこそ最

も真実に畏れるべき方を畏れ、従うべき方だけに膝を屈めるのです。キリストは教会の頭である

との信仰は、この世にあってあらゆる権威と主権を相対化するものなのです。しかもその支配は、

それらこの世にあるあらゆる主権と権威とを、教会に仕えさせるための支配なのです。神の民が

この世にあって、神の恵みのうちに信仰生活を送ることができるようにするために、キリストは

教会とこの世の主として支配してくださるのです。「神は・・・キリストを死者の中から復活させ、

天においてご自分の右の座に着かせ、すべての支配、権威、勢力、主権の上に置き、今の世ばか

りでなく、来るべき世にも唱えられるあらゆる名の上に置かれました。神はまた、すべてのもの

をキリストの足元に従わせ、キリストをすべてのものの上にある頭として教会にお与えになりま

した。」(エフェソ１章 20－22節)「キリストは罪のために唯一の犠牲を捧げて、永遠に神の右に

着き、その後は敵どもがご自分の足台となってしまうまで、待ち続けておられるのです」(ヘブラ

イ 10章 12、13節)。この王権は父から委託された王権であるゆえに、この神の支配が全被造世界

に確立し、神の国が完成したとき、主はこの王権を父にお返しになるのです。「次いで世の終わり

が来ます。その時キリストはすべての支配、すべての権威や勢力を滅ぼし、父である神に国を引

き渡されます。キリストはすべての敵をご自分の足の下に置くまで、国を支配されることになっ

ているからです。最後の敵として、死が滅ぼされます。・・・すべてが御子に服従するとき、御子

自身も、すべてをご自分に服従させてくださった方に服従されます。」(１コリント 15 章 24－28

節)「わたしは天と地の一切の権能を授かっている」(マタイ 28章 18節)とは、この王権のことで

す。神の国とは、神の王国、つまり神の支配が確立することです。すべての敵が滅ぼされて、一

日も早く神の国が完成するよう、「御国を来たらせたまえ」とわたしたちは祈り続けていく者であ

りたいと思います。 


